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厚
生
労
働
省
の
労
働
政
策
審
議
会
安
全
衛

生
分
科
会
は
昨
年
一
二
月
二
四
日
、
今
後
の

労
働
安
全
衛
生
対
策
に
つ
い
て
報
告
書
を
と

り
ま
と
め
た
。
一
昨
年
の
臨
時
国
会
で
衆
議

院
の
解
散
と
と
も
に
廃
案
と
な
っ
た
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
」
等
に
加
え
、新
た
に
「
化

学
物
質
管
理
の
あ
り
方
」
や
「
企
業
単
位
で

安
全
・
健
康
に
対
す
る
意
識
変
革
を
促
進
す

る
仕
組
み
」「
規
制
・
届
出
等
の
見
直
し
」
な

ど
を
盛
り
込
み
、「
法
的
整
備
を
含
め
た
所
要

の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
適
当
」
と
結
論
づ

け
た
。
同
日
、
行
わ
れ
た
建
議
を
踏
ま
え
、

同
省
は
今
後
、
労
働
安
全
衛
生
法
改
正
案
の

提
出
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

今
後
の
労
働
安
全
衛
生
対
策
を
め
ぐ
っ
て

は
、
二
○
一
○
年
一
二
月
に
同
審
議
会
が
建

議
を
行
い
、
第
一
七
九
回
臨
時
国
会
に
労
働

安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が

提
出
さ
れ
た
も
の
の
継
続
審
議
と
な
り
、
第

一
八
一
回
臨
時
国
会
で
衆
議
院
の
解
散
に
伴

い
廃
案
と
な
っ
た
。
一
方
、
同
分
科
会
で
は

二
○
一
二
年
七
月
か
ら
、
労
働
災
害
防
止
計

画
に
関
す
る
議
論
を
開
始
し
、
翌
年
二
月
に

第
一
二
次
の
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
の
中
で

新
た
に
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
事
項
を
含

め
て
昨
年
六
～
八
月
に
か
け
、
①
化
学
物
質

管
理
の
あ
り
方
②
企
業
単
位
で
安
全
・
健
康

に
対
す
る
意
識
変
革
を
促
進
す
る
仕
組
み
③

欠
陥
の
あ
る
機
械
等
の
回
収
・
改
善
方
策
④

第
三
者
に
施
設
等
を
使
用
さ
せ
る
施
設
等
管

理
者
の
安
全
衛
生
管
理
⑤
企
業
に
お
け
る
安

全
管
理
体
制
の
適
正
化
⑥
規
制
・
届
出
等
の

見
直
し
の
ほ
か
、
職
場
に
お
け
る
⑦
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
お
よ
び
⑧
受
動
喫
煙
防
止
対

策
⑨
型
式
検
定
等
の
対
象
器
具
の
追
加
―
―

の
九
項
目
に
わ
た
り
検
討
を
進
め
て
き
た
。

　

な
お
、
①
お
よ
び
③
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
「
胆
管
が
ん
問
題
を
踏
ま
え
た
化
学
物

質
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
家
検
討

会
」
と
「
労
働
安
全
衛
生
法
に
お
け
る
機
械

等
の
回
収
・
改
善
命
令
制
度
の
あ
り
方
等
に

関
す
る
検
討
会
」
を
開
催
し
、
技
術
的
・
専

門
的
観
点
か
ら
も
検
討
を
加
え
た
。

ラ
ベ
ル
表
示
義
務
対
象
の
範
囲
を
拡
大
へ

　

結
果
と
し
て
、
報
告
書
は
「
法
的
整
備
を

含
め
た
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
適

当
」
と
結
論
づ
け
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず

①
化
学
物
質
管
理
の
あ
り
方
と
し
て
、
一
定

の
危
険
性
・
有
害
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
化
学
物
質
に
つ
い
て
は
「
事
業
者
が
（
同

物
質
を
）
新
規
に
採
用
す
る
場
合
等
に
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
さ
せ
る
」
と
と

も
に
、
容
器
・
包
装
へ
の
「
ラ
ベ
ル
表
示
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
化
学
物
質
の
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
な
ど
と
し

た
。

　

化
学
物
質
は
現
在
、
六
万
ほ
ど
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、現
行
で
は
石
綿
等
八
物
質（
重

度
の
健
康
障
害
あ
り
、
製
造
禁
止
）、
Ｐ
Ｃ

Ｂ
等
一
一
六
物
質
（
健
康
障
害
多
発
、
事
業

者
に
個
別
具
体
的
な
措
置
を
義
務
づ
け
）
が

危
険
有
害
な
物
質
と
し
て
特
別
規
制
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
印
刷
事

業
場
の
洗
浄
作
業
等
に
従
事
す
る
労
働
者
の

間
で
、
規
制
対
象
外
だ
っ
た
化
学
物
質
に
長

時
間
に
わ
た
り
高
濃
度
ば
く
露
し
た
こ
と
が

原
因
で
胆
管
が
ん
を
集
団
発
症
し
た
事
案
を

踏
ま
え
、
例
え
ば
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
七

条
の
二
に
基
づ
き
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
Ｓ

Ｄ
Ｓ
）
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
化

学
物
質
（
新
た
に
五
二
四
物
質
を
追
加
す
る

全
六
四
○
物
質
）
を
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
義
務
や
ラ
ベ
ル
表
示
義
務
の
対
象
に
す
る

こ
と
な
ど
を
提
起
し
た
形
だ
。

同
一
企
業
内
で
の
重
大
労
災
の 

繰
返
し
に
全
社
的
な
改
善
計
画
を

　

②
の
企
業
単
位
で
安
全
・
健
康
に
対
す
る

意
識
変
革
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
め
ぐ
っ
て

は
、
法
令
に
違
反
し
、
一
定
期
間
内
に
同
様

の
重
大
な
労
働
災
害
（
死
亡
災
害
や
七
級
以

上
の
障
害
を
残
す
災
害
）
を
、
複
数
の
事
業

場
で
繰
り
返
し
発
生
さ
せ
る
企
業
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、「
当
該
企
業
の
事
業
場
で
再

び
同
様
の
重
大
な
労
働
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
体
制
整
備
や
具
体
的
な

対
策
を
講
じ
さ
せ
る
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
、

厚
生
労
働
大
臣
が
指
示
で
き
る
仕
組
み
を
設

け
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
し
た
。
な
お
、

企
業
が
再
発
防
止
に
取
り
組
ま
な
い
場
合
に

は
必
要
な
勧
告
を
行
っ
た
う
え
で
、
勧
告
に

も
従
わ
な
い
場
合
は
「
例
え
ば
、
企
業
名
を

公
表
す
る
等
の
仕
組
み
を
併
せ
て
設
け
る
こ

と
が
適
当
」
な
ど
と
し
た
。

　

⑥
の
規
制
・
届
出
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
世
界
的
に
貿
易
の
障
壁
撤
廃
等
に
向
け

た
動
き
が
進
む
中
で
国
際
化
に
対
応
す
る
観

点
か
ら
、
ま
た
、
技
術
水
準
の
向
上
に
伴
い

他
の
手
段
で
当
初
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
も
の
を
見
直
す
観
点
か
ら
、
各

種
機
械
等
の
規
格
へ
の
適
合
性
を
検
査
・
検

定
す
る
「
登
録
検
査
・
検
定
機
関
に
つ
い
て
、

国
内
に
事
務
所
の
な
い
外
国
機
関
も
登
録
で

き
る
よ
う
見
直
す
」
と
と
も
に
、
規
模
の
大

き
な
事
業
場
で
建
設
物
、
機
械
等
の
設
置
・

移
転
等
を
行
う
場
合
に
「
事
前
の
届
出
を
求

め
て
い
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
八
八
条
第
一

項
は
廃
止
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
前
回
法
案
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
⑦
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

は
、
各
事
業
場
で
現
在
、
行
わ
れ
て
い
る
取

り
組
み
も
充
分
勘
案
し
た
う
え
で
、
改
め
て

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
（
事
業
者
が
、
医

師
・
保
健
師
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
状
況
の
把
握

や
労
働
者
の
申
し
出
に
応
じ
た
面
接
指
導
等

を
行
い
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
仕

組
み
）
の
創
設
を
提
起
し
た
。
一
方
、
前
回

法
案
で
は
す
べ
て
の
事
業
者
に
対
し
、
職
場

の
全
面
禁
煙
ま
た
は
空
間
分
煙
を
義
務
づ
け

る
な
ど
と
し
て
い
た
⑧
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
関
し
て
は
、
義
務
化
し
た
場
合
、
国
の
支

援
策
が
な
く
な
り
、
取
り
組
み
が
進
ま
な
く

な
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
意
見
が
分
科
会
で
出

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
、
今
後
、
法
案

の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当
な
ど
と
し

た
。�

（
調
査
・
解
析
部
）
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労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
を
建
議




